
サステナビリティ経営 ガバナンス

各委員会の概要
サステナビリティ委員会
　当社グループの事業を取り巻く外部環境が変化し続
ける中、環境・社会的課題の解決に取り組み、当社グルー
プの持続的な成長を図るとともに、「なめらかな社会」を
実現することを目指し、サステナビリティ活動を推進し
ています。　
　サステナビリティ活動に関する諮問機関として、ESG
推進部を担当する執行役（サステナビリティ活動の統括
責任者）を委員長とするサステナビリティ委員会を設置
しています。委員はESGに関連する部門の部門長を中心
に構成され、サステナビリティに関連するリスクと機会
の内容と取り組みについて審議を行っています。取り組
みの状況は、リスクと機会に紐づけられたマテリアリテ
ィの対応施策として、定期的に確認しています。サステ
ナビリティ委員会で審議されたリスクと機会の内容と
取り組みについては、適宜、取締役会に報告しています。

リスク管理委員会
　当社グループの事業を取り巻くさまざまなリスクに
対して、リスクの未然防止と危機発生時の被害極小化を
図るため、リスク管理に関する諮問機関として、ESG推
進部を担当する執行役（リスク管理統括責任者）を委員
長とするリスク管理委員会を設置しています。委員は、
各リスク管理の推進部署の部門長を中心に構成され、
当社グループの経営に大きな影響を与えるリスクの「特
定」、「分析」、「評価」、「対応」を定期的に確認しています。
リスク管理委員会の審議内容については取締役会に報
告し、指示事項などを関係部門へフィードバックしてい
ます。

コンプライアンス委員会
　法務部を担当する執行役（コンプライアンス推進活動
の統括責任者）を委員長とするコンプライアンス委員会
では、独占禁止法（以下、独禁法）および下請法違反リス
クを除くグローバルなコンプライアンスリスクを取り
扱っています。委員は関連するリスク管理の推進部門の
長を中心に構成され、国内は事業所ごとに選任している
コンプライアンス推進活動管理者、海外は5地区の総支
配人室に設置している企画・内部統制部と連携・協業し
ながら、リスク低減のための施策を立案・実施し、その活
動計画と実施状況を同委員会に報告しています。委員会
では報告された内容について審議を行い、結果を取締役
会に報告しています。

公正取引監察委員会
　公正取引監察委員会は、執行役社長を委員長とし、営
業・調達部門の担当執行役、社外取締役および外部弁護
士などを委員として構成されています。原則、年に2回開
催し、独禁法および下請法遵守活動の実施計画や実績報
告を審議、公正な取り引きの実効的な統制と教育や啓発
活動を監督・指導しています。また、独禁法遵守活動の統
括部署である法務部内に公正取引推進グループを設置
しており、同グループは公正取引監察委員会の指示のも
と、国内の関連部門に対する教育、指導、監査などを実施
するとともに、海外子会社については、各地区の企画・内
部統制部と連携して独禁法遵守活動の実施状況を管理
しています。
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リスク管理に関する基本的な考え方
　当社グループの事業遂行を阻害する恐れのあるリス
クの未然防止と発生時の対応に関する基本的な考え方
を定めた「リスク管理に関する基本方針」ならびにリス
ク管理の組織・役割などを定めた「リスク管理規程」を制
定し、グループ全体のリスク管理やBCP/BCM（事業継
続計画/事業継続管理）推進に取り組んでいます。
　リスク管理に関する諮問機関として、「リスク管理委
員会」を原則半期ごとに開催し、内外の環境変化などを
踏まえた上で、当社グループの経営に大きな影響を与え
るリスクの「特定」、「分析」、「評価」、「対応」を定期的に確
認しています。リスク分類については、網羅性の観点か
ら以下12のリスクに分類した上で、当社グループの経

営に大きな影響を与える具体的なリスク内容ごとに管
理責任者と推進部署を決定し、リスク低減に取り組んで
います。リスク管理委員会の審議内容については、取締
役会に報告しています。

BCP/BCMの推進
　当社では、国内における大規模地震を想定したBCP/
BCM構築に取り組み、グループ会社を含めた災害発生
時の体制強化を図っています。
　国内すべての生産拠点で、被災時に現地を早期に復旧
するためのBCP策定が完了しており、現在は策定した行
動計画の実効性を評価するための訓練（BCP訓練）や必要
な事前対策を講じるなど、BCMの構築を進めています。

■ リスク分類

■ リスク管理プロセス

5 営業・販売に係わるリスク
6 人事・労務に係わるリスク
7 環境・労働安全衛生に係わるリスク
8 情報システムに係わるリスク

9 財務・経理に係わるリスク
10 法務・コンプライアンスに係わるリスク
11 防火・防災等に係わるリスク
12 その他

1 技術・研究開発に係わるリスク
2 調達・物流に係わるリスク
3 生産・在庫に係わるリスク
4 品質に係わるリスク

■ 体制図

リスク管理委員会

報告

NTN(株)
各事業所

国内子会社
海外子会社

取締役会構成
委員長：担当執行役
事務局：ESG推進部
委　員：リスク管理推進部署

リスクの評価3

リスクの特定1

リスクの分析が終了した
リスクについて、優先的に
対応するものを選定

リスクの分析2

リスクの特定により
抽出したリスクの
影響度を分析

リスクへの対応4

リスクの評価により
選定されたリスクへの対策

NTNグループを取り巻く
事業環境からリスクを抽出

リスクマネジメント
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